
野
村
総
研
に
よ
る
と
、
預
貯
金

や
株
式
な
ど
純
金
融
資
産
が
５
億

円
を
超
え
る
「
超
富
裕
層
」
の
保

有
額
は
、
１
世
帯
６
・
３
億
円
（
１

９
９
７
年
）
か
ら
１
３
・
５
億
円

（
２
０
１
３
年
）
に
１
６
年
で
倍

増
し
ま
し
た
。
大
株
主
へ
の
巨
額

の
配
当
に
加
え
、
「
異
次
元
の
金

融
政
策
」
な
ど
「
株
価
つ
り
上
げ

政
治
」
に
よ
る
株
式
の
値
上
が
り

益
が
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
す
。

一
方
、
労
働
者
の
平
均
賃
金
は

名
目
値
で
１
９
９
７
年
の
４
３
２

万
６
千
円
を
ピ
ー
ク
に
２
０
１
５

年
に
は
３
７
７
万
円
へ
５
５
万
６

千
円
も
減
少
し
ま
し
た
（
厚
生
労

働
省
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」）。

相
対
的
貧
困
率
は
、
１
９
９
７

年
に
１
４
・
６
％
で
し
た
が
２
０

１
２
年
に
は
１
６
・
１
％
ま
で
上

昇
し
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
３
４
カ
国
の
中
で
下
か

ら
６
番
目
。
子
ど
も
の
貧
困
率
も

同
じ
期
間
に
１
３
・
４
％
か
ら
１

６
・
３
％
に
上
昇
し
、
貧
困
世
帯

の
児
童
数
は
３
２
８
万
人
に
上
り

ま
す
。
貧
困
は
特
別
な
事
情
で
は

な
く
、
倒
産
や
失
業
、
リ
ス
ト
ラ
、

病
気
、
家
族
の
介
護
な
ど
で
職
を

失
え
ば
誰
も
が
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
抜
本
的
解
決
へ

４
つ
の
改
革
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
税
金
の
集
め
方
の
改
革
―

「
能
力
に
応
じ
て
負
担
す
る
、
公

正
・
公
平
な
税
制
」

消
費
税
増
税
は
、
景
気
を
悪
化

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
格
差
と
貧

困
の
拡
大
に
追
い
打
ち
を
か
け
ま

す
。
消
費
税
率
１
０
％
へ
の
増
税

を
中
止
し
、
大
企
業
と
富
裕
層
に

負
担
を
求
め
、
「
消
費
税
に
頼
ら

な
い
別
の
道
」
に
転
換
し
ま
す
。

（
２
）
税
金
の
使
い
方
の
改
革
―

「
社
会
保
障
、
若
者
、
子
育
て
支

援
中
心
の
予
算
」

予
算
配
分
で
所
得
を
再
分
配
し
、

格
差
と
貧
困
を
是
正
す
る
の
は
当

た
り
前
の
姿
で
す
。
軍
拡
や
大
型

開
発
中
心
の
予
算
に
メ
ス
を
入
れ
、

社
会
保
障
の
拡
充
や
認
可
保
育
園

の
増
設
、
大
学
授
業
料
の
値
下
げ

な
ど
、
格
差
と
貧
困
の
是
正
に
つ

な
が
る
予
算
を
増
や
し
ま
す
。

（
３
）
働
き
方
の
改
革
―
「
８
時

間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会
」

安
倍
政
権
は
「
働
き
方
改
革
」

と
い
い
な
が
ら
、
長
時
間
労
働
や
、

低
賃
金
の
「
使
い
捨
て
」
労
働
の

拡
大
な
ど
、
労
働
法
制
の
改
悪
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
時

間
労
働
の
規
制
、
非
正
規
か
ら
正

規
へ
の
転
換
、
大
幅
賃
上
げ
な
ど

で
、
格
差
と
貧
困
の
根
本
的
是
正

に
道
を
開
き
ま
す
。

（
４
）
産
業
構
造
の
改
革
―
「
大

企
業
と
中
小
企
業
、
大
都
市
と
地

方
な
ど
の
格
差
を
是
正
」

中
小
企
業
を
「
日
本
経
済
の
根

幹
」
に
位
置
づ
け
ま
す
。
農
産
物

の
価
格
保
障
・
所
得
補
償
を
抜
本

的
に
強
化
し
、
安
心
し
て
再
生
産

で
き
る
農
業
の
土
台
を
つ
く
り
ま

す
。

（２） ２０１６年１２月１８日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３７１

富
裕
層
は
資
産
増

労
働
者
は
賃
金
減
少

歴
代
自
民
党
政
権
の
も
と
、
弱
肉
強
食
の
経
済
政
策
に
よ
っ

て
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
い
っ
そ
う
深
刻
に

し
た
の
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の

社
会
と
経
済
は
行
き
詰
ま
り
、
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
す
。

県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
区
と

定
数
の
改
定
を
行
う
「
議
員
定
数

等
検
討
委
員
会
」
が
県
議
会
に
設

置
さ
れ
、
今
年
６
月
に
は
各
会
派

の
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
一
つ
に

ま
と
ま
ら
ず
、
１
２
月
６
日
の
検

討
委
員
会
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

議
論
の
対
象
に
な
っ
た
の
は

「
１
票
の
較
差
」「
総
定
数
」「
逆

転
区
（
選
挙
区
を
比
べ
て
人
口
が

多
い
の
に
定
数
が
少
な
い
選
挙

区
）」「
飛
び
地
選
挙
区
」
で
す
。

「
１
票
の
較
差
」
で
は
自
民
党

案
が
２
・
４
４
倍
で
飛
び
ぬ
け
て

大
き
く
唯
一
最
大
格
差
が
２
倍
を

超
え
て
い
ま
す
。

自
民
党
は
「
人
口
が
少
な

い
地
域
の
声
も
重
要
」
な
ど

と
言
い
ま
す
が
、
公
職
選
挙

法
で
も
「
議
員
の
数
は
、
人

口
に
比
例
し
て
、
条
例
で
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
、
地
域
の
実
情
な
ど

「
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
」

で
も
「
お
お
む
ね
人
口
を
基

準
と
す
る
」
と
し
て
お
り
、

較
差
２
倍
以
上
は
認
め
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
総
定
数
」
で
は
、
民
進
党

や
公
明
党
な
ど
の
案
が
大
幅

削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
身
を
切
る
改
革
」
な
ど
と

言
っ
て
議
員
定
数
を
減
ら
そ
う
と

す
る
も
の
で
す
が
、
議
会
の
議
席

は
議
員
の
も
の
で
は
な
く
、
県
民

の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
県
民
の
も
の
で
す
。
こ
れ
を
削

れ
ば
県
民
の
声
を
削
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
も
し
も
財
政
効
果
の
た

め
に
削
減
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

一
人
当
た
り
の
議
員
報
酬
を
減
ら

す
べ
き
で
す
。
議
席
削
減
と
同
じ

財
政
効
果
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
身

を
切
る
改
革
と
い
え
ま
す
。

検
討
委
員
会
で
日
本
共
産
党

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
に
つ
い
て
県

民
か
ら
直
接
意
見
を
聞
く
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
の
実
施
を
提
案
し
ま

し
た
が
、
自
民
党
が
か
た
く
な
に

拒
否
。
県
民
の
声
に
耳
を
貸
そ
う

と
し
な
い
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
ま

し
た
。

今
後
、
自
民
党
が
自
ら
の
案
を

議
会
に
提
出
し
て
、
数
の
力
で
強

行
す
る
可
能
性
が
濃
厚
に
な
っ
て

い
ま
す
。

貧
困
率
１
６
・
１
％

子
ど
も
も
貧
困
拡
大

経
済
政
策
の
抜
本
的

転
換
で
解
決
で
き
る


